
西
田
維
則
の
訳
解
に
つ
い
て

西
田
維
則
の
訳
解
に
つ
い
て

│
│
日
本
近
世
期
に
お
け
る
中
国
白
話
小
説 

　
　

翻
訳
の
様
相
│
│

中　

村　
　
　

綾

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

西
田
維
則
、
中
国
白
話
小
説
、
通
俗
も
の
、
詩
詞
韻
文
箇
所
の
翻

訳
態
度
、
白
話
語
彙
の
挿
入

　

日
本
の
近
世
期
に
は
中
国
語
の
学
習
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
そ
の
学
習
教
材

と
し
て

三
国
志
演
義
、
水
滸
伝
、
西
遊
記

な
ど
の
多
く
の
白
話
小

説
が
読
ま
れ
、
翻
訳
も
手
掛
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
が
や
が
て
上
田
秋
成
や
滝

沢
馬
琴
な
ど
の
読
本
小
説
で
翻
案
に
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通

り
で
あ
る
。

　

そ
の
近
世
期
の
白
話
流
行
の
比
較
的
早
い
時
期
に
西
田
維
則
が
手
掛
け
た

訳
解
と
見
な
さ
れ
る
も
の
に
は
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

・
通
俗
西
遊
記

初
編
（
第
一
回
か
ら
二
十
六
回
ま
で
）

　
　

宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
刊
。
口
木
山
人
訳
、

　

・
通
俗
隋
煬
帝
外
史

　
　

宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
刊
。
近
江
贅
世
子
訳
。

　

・
通
俗
赤
縄
奇
縁

　
　

宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
刊
。
近
江
贅
世
子
訳
。

　

・
通
俗
金
翹
伝

　
　

宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）
年
刊
。

　
　

訳
者
は
本
書
の
ど
こ
に
も
名
を
表
し
て
い
な
い
が
、
享
保
以
後
大
坂

出
版
書
籍
目
録

に
西
田
維
則
と
あ
る
。

　

・
画
本
西
遊
全
伝

初
編
（
第
一
回
か
ら
二
十
九
回
ま
で
）

　
　

文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
刊
。

　
　

口
木
山
人
訳
、
吉
田
武
然
校

　

通
俗
隋
煬
帝
外
史

通
俗
赤
縄
奇
縁

の
翻
訳
者
と
さ
れ
る
近
江
贅
世

子
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
が

訳
者
贅
世
子
は
諸
資
料
を
合
わ
せ
る

と
、
西
田
維
則
。
近
江
の
人
で
京
住
。
字
子
孝
、
称
幸
庵
（
又
は
幸
安
）、

口
木
子
と
も
号
し
て
、
明
和
二
年
歿
、
享
年
未
詳
。
と
述
べ
て
い
る
。
口

木
子
を
二
字
に
し
て

呆
子

と
し
、
子
を
山
人
に
か
え
て

口
木
山
人
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呆
山
人

と
号
し
た
こ
と
か
ら

通
俗
西
遊
記

初
編
の
訳
者

口
木
山

人

も
贅
世
子
の
こ
と
か
、
と
言
及
し
つ
つ
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

こ

れ
は
今
後
の
精
査
を
待
つ
こ
と
と
す
る

と
し
て
い（
）る。

　

近
世
期
、
西
遊
記

は
翻
訳
に
重
点
を
置
い
た

通
俗
西
遊
記

と
挿

入
画
に
重
点
を
置
い
た

画
本
西
遊
記

と
の
両
方
が
手
掛
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
四
、
五
回
に
渡
っ
て
交
互
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
両
翻
訳
が
交
互
に

訳
解
が
刊
行
さ
れ
た
運
び
に
つ
い
て
は
磯
部
彰
氏
に
詳
し
い
言
及
が
あ（
）る。

ま
た
、
通
俗
西
遊
記

初
編
と

画
本
西
遊
全
伝

初
編
は
同
じ

口
木

山
人

の
訳
解
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
両
書
を
見
比
べ
る
と
訳
し
方

に
違
い
が
見
ら
れ
、
同
一
人
物
に
よ
る
翻
訳
と
見
な
す
に
は
疑
問
が
生
じ
る

点
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
拙
稿
に
指
摘
が
あ（
）る。

　

本
稿
で
は
こ
こ
に
挙
げ
た
白
話
小
説
の
翻
訳
（
通
俗
も
の
）
の
訳
解
態
度

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
訳
解
は
同
一
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ

る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
比
較
す
る
の
は
詩
詞
韻
文
の
訳
解
態
度
と
白

話
語
彙
の
挿
入
と
い
う
両
側
面
の
技
巧
か
ら
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

先
に
挙
げ
た
西
田
維
則
の
訳
解
と
さ
れ
る
通
俗
も
の
の
中
で
、
通
俗
隋

煬
帝
外
史

は

新
鐫
全
像
通
俗
演
義
隋
煬
帝
艶
史
（
以
下

隋
煬
帝
艶

史
）
の
翻
訳
で
隋
の
煬
帝
の
生
涯
を
小
説
化
し
た
も
の
、
通
俗
赤
縄
奇

縁

は

醒
世
恒
言

第
三
の

売
油
郎
独
占
花
魁

の
翻
訳
で
あ
る
。

通
俗
赤
縄
奇
縁

は
、
宋
末
、
金
の
来
寇
に
よ
る
社
会
の
混
乱
を
背
景

に
、
貧
し
い
油
売
り
の
青
年
秦
重
が
誠
意
を
尽
く
し
た
末
に
臨
安
の
花
街

き
っ
て
の
名
妓
王
美
（
莘
瑶
琴
）
と
結
ば
れ
る
物
語
の
訳
解
で
、
日
本
の
近

世
期
に
は
非
常
に
好
ま
れ
、
通
俗
赤
縄
奇
縁

以
外
に
も
複
数
の
翻
訳
が

手
掛
け
ら
れ（
）た。

通
俗
金
翹
伝

は

金
雲
翹
伝

の
訳
解
で
、
良
家
の

娘
で
あ
る
王
翠
翹
が
父
の
危
難
を
救
う
た
め
に
遊
女
に
身
を
売
り
、
復
讐
を

遂
げ
、
最
後
は
許
嫁
の
金
重
や
家
族
と
再
会
す
る
物
語
を
訳
し
た
も
の
で
あ

る
。
通
俗
西
遊
記

は
言
う
ま
で
も
な
く

西
遊
記

の
翻
訳
で
あ
る
。

　

講
釈
に
起
源
を
持
つ
中
国
の
白
話
小
説
は
、
小
説
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
書

に
も
講
釈
師
の
語
り
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
た
韻
文
調
の
情
景
描
写
や
登
場

人
物
の
身
の
上
の
描
写
な
ど
が
随
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
上
記

隋
煬
帝

艶
史
、
売
油
郎
独
占
花
魁
、
金
雲
翹
伝

に
も
詩
詞
韻
文
に
よ
る
描
写

が
各
巻
に
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
近
世
期
の
翻
訳
も
の
で
は
、
講
釈

師
に
よ
る
語
り
の
ス
タ
イ
ル
を
排
除
し
、
小
説
調
の
地
の
文
に
改
め
る
ス
タ

イ
ル
の
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
支
障
を
来
さ

な
い
と
翻
訳
者
が
判
断
し
た
詩
詞
韻
文
箇
所
は
翻
訳
さ
れ
な
い
、
と
い
う
方

針
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
通
俗
隋
煬
帝
外
史
、
通
俗
赤
縄
奇

縁
、
通
俗
金
翹
伝

で
は
詩
詞
韻
文
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
の

か
見
て
み
た
い
。
以
下
に
例
を
挙
げ
て
い（
）く。

　

①

隋
煬
帝
艶
史

　
　
　

只
見
一
箇
少
年
宮
女
、
在
那
裏
捲
珠
簾
。
見
了
文
帝
來
、
慌
忙
把
鉤

兒
放
下
、
似
垂
柳
般

了
一
箇
頭
、
走
將
起
來
、
低
了
眼
、
斜
倚
著

錦
屏
風
站
住
。
文
帝
走
近
前
、
仔
細
一
看
、
只
見
那
宮
女
生
得
花
容

月
貌
、
百
媚
韆
嬌
、
真
箇
是



西
田
維
則
の
訳
解
に
つ
い
て

　
　
　
　

笑
春
風
三
呎
花
、
驕
白
雪
一
團
玉
。

　
　
　
　

癡
疑
秋
水
為
神
、
瘦
認
梨
雲
是
骨
。

　
　
　
　

碧
月
充
作
明

、
輕
煙
剪
成
羅
縠
。

　
　
　
　

不
須
淡
抹
濃
描
、
別
是
內
家
裝
束
。

　
　
　

文
帝
見
了
這
箇
宮
女
、
不
覺
心
窩
裏
亂
蓬
蓬
癢
將
起
來
。
忍
不
住
問

道
、

是
幾
時
進
宮
的
、
怎
麼
再
不
見
承
應
。
那
宮
女
見
文
帝
問

他
、
不
敢
不
應
、
因
答
道
、
賤
婢
乃
尉
遲
迴
的
孫
女
、
…

　

 

通
俗
隋
煬
帝
外
史

　
　

文
帝
走
リ
ヨ
リ
テ
看
玉
ヘ
バ
。
花
ノ
容
月
ノ
貌
ア
リ
テ
。
百
眉
千
嬌
ヲ

具
ヘ
ケ
レ
バ
。
覚
ヘ
ズ
心
ヲ
動
カ
シ
玉
ヒ
。
你
ハ
誰
が
家
ノ
女
子
ナ
ル

ヤ
ト
問
玉
ヘ
バ
。
妾
ハ
乃
尉
遅
迴
が
孫
女
ナ
リ
ト
答
フ
。
…

　

原
拠
で
あ
る

隋
煬
帝
艶
史

に
韻
文
調
で
描
か
れ
る
美
女
の
容
姿
は
、

通
俗
で
は
省
略
さ
れ
、
文
帝
が
女
官
を
目
に
留
め
る
と
す
ぐ
に
思
わ
ず
声
を

掛
け
素
性
を
尋
ね
る
運
び
と
な
る
。

　

②

売
油
郎
独
占
花
魁

　
　
　

王
九
媽
賺
了
若
干
錢
鈔
、
歡
喜
無
限
、
美
娘
也
留
心
要
揀
箇
知
心
著

意
的
、
急
切
難
得
。

　
　
　

正
是

　
　
　
　

易
求
無
價
寶
，
難
得
有
情
郎
。

　
　
　
　

話
分
兩
頭
。
卻
說
臨
安
城
清
波
門
裡
，
有
箇
開
油
店
的
朱
十
老
，

三
年
前
過
繼
一
箇
小
廝
、
也
是

京
逃
難
來
的
、
姓
秦
名
重
。

　
　

 

通
俗
赤
縄
奇
縁

　
　
　

王
九
媽
ハ
許
多
ノ
金
銀
ヲ
得
。
心
中
ニ
歡
喜
限
リ
ナ
ク
。
他
ヲ
愛
ス

ル
コ
ト
。
一
件
ノ
寶
貝
ノ
如
ク
。
王
美
モ
也
心
ヲ
留
テ
過
活
ヲ
ナ

シ
。
暗
ニ
身
ヲ
任
ス
ベ
キ
客
ヲ
擇
ミ
ケ
レ
ド
モ
。
更
ニ
意
ニ
称
フ
者

モ
ナ
カ
リ
ケ
ル
。
コ
ノ
時
臨
安
白
青
波
門
ノ
遍
ニ
。
一
個
ノ
油
店
ヲ

開
ケ
ル
。
朱
十
老
ト
云
者
ア
リ
。
三
年
前
ニ
。
一
個
ノ
小
厮
ヲ
過
經

ト
ナ
セ
リ
。
コ
ノ
小
厮
モ
。
也

京
ヨ
リ
難
ヲ
逃
レ
テ
来
リ
タ
ル
者

ニ
テ
。
姓
名
ヲ
秦
重
ト
云
。

　

こ
こ
で
は
原
文
に
あ
る

正
是

以
下
の
詩
詞
韻
文
が
訳
解

通
俗
赤
縄

奇
縁

で
は
略
さ
れ
て
い
る
。

　

③

金
雲
翹
伝

　
　
　

詞
曰

　
　
　

冷
語
怕
黃
昏
、
淒
淒
獨
閉
門
、
展
轉
愁
無
寐
、
酸
辛
淚
有
痕
、
單
衾

薄
枕
、
誰
共
又
誰
溫
。
任
他
好
事
、
好
事
消
磨
盡
、
只
索
挑
燈
倩

影
、
廝
伴
香
魂
、
君
君
、
那
個
承
思
、
笑
從
翡
翠
疏
簾
出
、
香
在
芙

蓉
小
殿
焚
。

　
　
　

右
調
月
兒
高

　
　

話
說
翠
翹
對
景
懷
人
、
師
了
一
首
情
詩
、
要
寄
與
金
重
、
匆
匆
不
得
其

便
。

了
幾
日
、
恰
好
王
員
外
要
領
帶
妻
女
並
兒
子
到
至
親
人
家
去
上
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壽
、
翠
翹
探
知
、
托
病
不
行
。
候
父
母
弟
妹
出
門
之
後
、
忙
收
拾
下
幾

味
佳
肴
、
一
壺
美
酒
、
先
自
到
後
花
園
來
、
要
尋
見
金
生
。
…

　
　

 
通
俗
金
翹
伝

　
　
　

コ
レ
ヨ
リ
幾
日
過
テ
後
。
一
日
王
松
合
家
ノ
コ
ラ
ス
。
親
類
ノ
家

ニ
。
筵フ
ル
マ
ヒ席
ニ
出
ケ
レ
バ
。
翠
翹
ハ
病
ニ
托
カ
コ
ツ
ケ

テ
家
ニ
ノ
コ
リ
。
大
家

裏
ヲ
出
ル
ヲ
候
テ
。
酒

ヲ
ト
ヽ
ノ
ヘ
。
後
園
ニ
走
リ
ユ
キ
。
墻
ノ

上
ヨ
リ
金
重
ガ
書
齋
ヲ
眺
望
レ
バ
。
…

　

こ
こ
は
第
三
回
冒
頭
箇
所
で
あ
る
が
、
原
拠
に
あ
る
最
初
の
韻
文
は
通
俗

で
は
省
略
さ
れ
、
コ
レ
ヨ
リ
幾
日
過
テ

か
ら
物
語
が
始
ま
り
、
王
松
が

金
重
の
書
斎
を
眺
め
る
と
こ
ろ
か
ら
話
が
始
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
通
俗
隋
煬
帝
外
史
、
通
俗
赤
縄
奇
縁
、
通
俗
金
翹

伝

で
は
ど
れ
も
詩
詞
韻
文
箇
所
の
翻
訳
は
省
略
す
る
と
い
う
共
通
の
傾
向

が
見
ら
れ
た
。
尚
、
こ
れ
ら
の
通
俗
も
の
の
解
題
に
は
、
訳
し
方
は
、
原

本
に
多
く
見
え
る
詞
、
詩
の
類
で
省
略
し
た
も
の
は
多
い（
）。

、
詩
詞
は
す

べ
て
を
翻
訳
せ
ず
、
適
宜
取
捨
選
択
し
て
あ（
）る

な
ど
と
書
か
れ
る
も
の
も

あ
る
が
、
ど
の
訳
解
も
、
省
略
さ
れ
て
い
な
い
詩
詞
韻
文
は
手
紙
の
本
文
で

あ
っ
た
り
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
こ
れ
ら
は
省
略
す
る
と
物
語
の
展
開
が
分

か
ら
な
く
な
る
た
め
必
要
上
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
翻
訳
者
の
詩
詞
韻
文

の
訳
解
を
省
略
す
る
か
否
か
の
取
捨
選
択
に
は
方
針
が
見
て
取
れ
る
か
と
思

わ
れ
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
中
国
の
白
話
小
説
は
講
釈
に
起
源
を
持
ち
、
講
釈
師
の

語
り
の
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
ま
ま
小
説
の
本
文
に
組
み
込
ま
れ
、
情
景
描
写
な

ど
が
詩
詞
韻
文
で
語
ら
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
で
そ
れ
を
訳
す
際

に
は
、
詩
詞
韻
文
箇
所
を
省
略
し
て
小
説
体
の
文
体
に
書
き
改
め
る
方
針
が

通
俗
三
国
志
、
通
俗
漢
楚
軍
談

な
ど
か
ら
確
立
さ
れ
て
い
た
。
通
俗

も
の
（
白
話
小
説
の
訳
解
）
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
訳
解
で
確
立
さ
れ

た
こ
の
方
針
は
、
通
俗
忠
義
水
滸
伝

な
ど
近
世
期
に
影
響
の
大
き
か
っ

た
訳
解
で
も
同
様
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
詩
詞
韻
文
の
訳
を
省
略

す
る
と
い
う
翻
訳
態
度
は
近
世
期
の
翻
訳
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
珍
し
く
な

い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
詩
詞
韻
文
の
翻
訳
を
施
さ
な
い
こ
と
が
西
田

維
則
の
特
徴
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば

通
俗
赤
縄
奇
縁

と

同
じ
く

売
油
郎
独
占
花
魁

の
訳
解
で
あ
る

通
俗
古
今
奇
観

で
は
詩

詞
韻
文
も
訳
さ
れ
て
い
る
た
め
、
韻
文
を
訳
す
か
否
か
は
訳
解
者
の
方
針
で

あ
り
、
翻
訳
者
を
考
察
す
る
際
に
は
一
つ
の
目
安
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
西
田
維
則
の
手
掛
け
た
訳
解
と
見
な
さ
れ
る
諸
作
品
か
ら
は
共
通

し
て
詩
詞
韻
文
の
訳
解
を
省
略
し
、
小
説
調
の
ス
タ
イ
ル
の
訳
解
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

次
節
で
は
白
話
語
彙
の
挿
入
と
い
う
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
訳
解
を
比
較
検

討
し
考
察
を
加
え
て
み
る
と
、
注

で
述
べ
た
よ
う
に

通
俗
西
遊
記

初

編
、
画
本
西
遊
記

初
編
に
は
他
の
訳
解
作
品
と
は
異
な
る
特
徴
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。



西
田
維
則
の
訳
解
に
つ
い
て

　

次
に
白
話
語
彙
の
挿
入
と
い
う
観
点
か
ら
西
田
維
則
が
手
掛
け
た
と
さ
れ

る
訳
解
を
見
て
み
た
い
。

　

通
俗
隋
煬
帝
外
史
、
通
俗
赤
縄
奇
縁
、
通
俗
金
翹
伝

に
は
、
次

の
よ
う
に
中
国
の
白
話
小
説
の
典
拠
に
は
見
ら
れ
な
い
白
話
語
彙
の
挿
入
が

散
見
さ
れ
る
。

款
待

　

①

隋
煬
帝
艶
史

　
　
　

煬
素
是
个
年
奸
巨
猾
、
見
煬
帝
儀
文
隆
重
、
棈
意
綢
繆
、
其
中
動
静

早
已
参
透
几
分
、
因
自
忖
道
…

　
　

 

通
俗
隋
煬
帝
外
史

　
　
　

煬
素
ハ
原モ

ト
ヨ
リ来

一
个
ノ
老
奸
ナ
レ
バ
。
コ
ノ
款
待
（
ク
ハ
ン
タ
イ
）
ノ

厚
キ
ヲ
看
。
已
ニ
煬
帝
ノ
心
中
ヲ
量
リ
知
リ
。
心
ノ
裏
ニ
ヲ
モ
ヒ
ケ

ル
ハ
。
…

　

②

売
油
郎
独
占
花
魁

　
　
　

王
九
媽
連
連
稱
謝
、
是
日
備
飯
相
待
、
盡
醉
而
別
。
後
來
西
湖
上
子

弟
們
又
有
一
掛
枝
兒
、
單
説
那
劉
四
媽
説
詞
一
節
、

　
　
　
　

劉
四
媽
、
你
的
嘴
舌
兒
好
不
利
害
、
便
是
女
隨
何
、
雌
陸
賈
、
不

信
有
這
大
才
。
説
着
長
、
道
着
短
、
全
沒
些
破
敗
、
就
是
醉
夢

中
、
被
你
説
得
醒
、
就
是
總
名
的
、
被
你
説
得
呆
。
這
個
烈
性
的

姑
姑
、
也
被
你
説
得
他
心
地
改
。

　
　
　

再
説
王
美
娘
自
聽
了
劉
四
媽
一
席
話
兒
、
思
之
有
理
。
…

　
　

 

通
俗
赤
縄
奇
縁

　
　
　

王
九
媽
ハ
…
劉
四
媽
ト
ト
モ
ニ
楼
ヲ
下
リ
。
酒
食
ヲ
備
テ
款
待
（
ク

ハ
ン
タ
イ　

モ
テ
ナ
シ
）
シ
。
厚
ク
礼
ヲ
述
テ
回
シ
ケ
リ
。
王
美
ハ

劉
四
媽
カ
説モ
ノ
ガ
タ
リ話
ヲ
聞
シ
ヨ
リ
。
深
ク
ソ
ノ
理
ニ
伏
シ
。
…

　

①
、
②
と
も
に
白
話
小
説
原
文
に
は
見
ら
れ
な
い

歓
待

と
い
う
白
話

語
彙
が
訳
解
に
挿
入
さ
れ
、
通
俗
赤
縄
奇
縁

で
は

モ
テ
ナ
シ

と
意

味
を
表
す
ル
ビ
も
付
さ
れ
て
い
る
。

造
化

　

①

売
油
郎
独
占
花
魁

　
　
　

愛
你
生
得
齊
整
、
把
做
個
親
女
兒
相
待
。
你
長
成
之
時
、
包
你
穿
好

喫
好
、
一
生
受
用
。
瑤
琴
聽
説
、
方
知
被
卜
喬
所
騙
、
放
聲
大
哭
。

　
　

 

通
俗
赤
縄
奇
縁

　
　
　

你
ガ
生ウ
マ
レ
ツ
キ得
標
致
（
ヒ
ヤ
ウ
チ　

キ
リ
ヤ
ウ
）
ナ
レ
バ
。
你
ヲ
親
女

兒
ト
ナ
シ
テ
看
顧
（
カ
ン
コ
セ
ハ
ニ
ス
ル
）
ス
ベ
シ
。
你
ガ
一
生
ノ

造
化
（
ザ
ウ
ク
ハ　

シ
ア
ハ
セ
）
ヲ
得
サ
セ
ン
ト
云
ヘ
バ
。
瑤
琴
ソ

ノ
時
方ハ
ジ
メ

テ
卜
喬
ニ
瞞
カ
レ
タ
ル
ヲ
知
リ
。
声
ヲ
放
テ
哭
叫
ブ
。
…

　

②

金
雲
翹
伝



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

　
　
　

翠
翹
聴
了
嘆
道
、
可
怜
可
怜
。
生
做
萬
人
妻
、
死
做
無
夫
鬼
。
紅
顔

薄
命
、
一
至
於
此
、
我
今
該
上
前
看
那
碑
記
是
怎
麼
冩
的
。
三
人
遂

轉
過
一
湾
流
水
、
半
扇
小
橋
、
到
了
墓
前
、
見
那
碑
上
青
苔
長
滿
、

翠
翹
上
前
拂
草
細
看
。
認
出
是
校
書
劉
淡
仙
墓
。

　
　

 

通
俗
金
翹
伝

　
　
　

ソ
ノ
時
翠
翹
ト
息
ヲ
ツ
キ
。
ア
ハ
レ
ナ
ル
コ
ト
カ
ナ
。
生
テ
ハ
万
人

ノ
妻
ト
ナ
リ
。
死
シ
テ
ハ
夫
ナ
シ
ノ
鬼
ユ
ウ
レ
イ

ト
ナ
ル
。
カ
ヤ
ウ
ノ
造
化

低
（
フ
シ
ア
ハ
セ
）
モ
ア
ル
コ
ト
カ
。
イ
ザ
ヤ
カ
シ
コ
ニ
ユ
キ
テ
看

ン
ト
テ
。
三
人
ト
モ
ニ
渓
ノ
上
ナ
ル
小
サ
キ
橋
ヲ
渡
リ
。
墓
ノ
前
ニ

立
ヨ
リ
テ
。
石
碑
ノ
上
ナ
ル
苔
ヲ
ハ
ラ
ヒ
オ
ト
シ
テ
看
レ
ハ
。
校
書

劉
淡
仙
墓
ト
ア
リ
〳
〵
ト
鐫ヱ
り

ツ
ケ
タ
リ
。

　

③

金
雲
翹
伝

　
　
　

天
下
負
吾
。
此
去
自
落
好
處
安
身
。
也
未
可
知
願
父
母
不
必
為
我
過

慮
。
其
母
大
哭
道
…

　
　

 

通
俗
金
翹
伝

　
　
　

モ
シ
天
ノ
ア
ハ
レ
ミ
ア
ラ
バ
。
マ
タ
造
化
（
シ
ア
ハ
セ
）
ノ
日
モ
ア

ル
ベ
シ
。
必
過ア

ン
ジ
ス
ゴ
シ慮

ヲ
ナ
シ
玉
フ
ナ
。
母
親
云
。
…

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も

歓
待

同
様
、
白
話
小
説
原
文
に
は
見
ら
れ
な
い

造
化

と
い
う
白
話
語
彙
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
②
で
は

造
化
低

で

フ
シ
ア
ハ
セ

と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。

商
議

　

①

隋
煬
帝
艶
史

　
　
　

楊
素
徐
以
手
挽
住
説
道
、
殿
下
請
起
、
何
必
如
此
、
我
非
不
爲
殿
下

設
謀
、
但
恐
一
動
手
、
便
成
千
古
罪
人
、
且
謾
謾
再
作
計
較
、
煬
帝

道
、

　
　

 

通
俗
隋
煬
帝
外
史

　
　
　

楊
素
徐シ

ズ
カ

ニ
挽ヒ

キ
ト
ヾ
メ住

テ
曰
。
我
計

ハ
カ
リ
コ
ト

ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
但
一
タ
ビ
手

ヲ
動
カ
サ
バ
。
千
古
ノ
罪
人
ト
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
。
且
謾
ク
商
議

（
シ
ヤ
ウ
ギ　

サ
ウ
ダ
ン
）
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
。
煬
帝
曰
。
…

　

②

売
油
郎
独
占
花
魁

　
　
　

本
心
不
願
嫁
他
、
只
把
個
嫁
字
兒
哄
他
心
熱
、
撒
漫
使
錢
。
比
及
成

交
、
却
又
推
故
不
就
。

　
　

 

通
俗
赤
縄
奇
縁

　
　
　

本
心
ニ
ハ
他
ガ
家
ニ
嫁
ス
ル
コ
ト
ヲ
願
ハ
ズ
。
只
嫁
ヲ
要
ム
ル
ヲ
以

テ
他
ヲ
哄
キ
。
他
ハ
コ
レ
ヲ
眞
ト
ナ
シ
。
多
ノ
金
銀
ヲ
費
ヤ
シ
。
已

ニ
從
良
ノ
商
議
（
シ
ヤ
ウ
ギ　

ダ
ン
コ
ウ
）
ヲ
ナ
ス
時
ニ
至
リ
。
故

ニ
推
テ
終
ニ
成
ラ
ズ
。



西
田
維
則
の
訳
解
に
つ
い
て

　

③

金
雲
翹
伝

　
　
　

原
来
這
薄
倖
専
一
販
賣
人
口
。
充
作
客
人
。
討
人
家
女
兒
婢
妾
。
名

色
爲
妻
。
帯
到
馬
頭
上
。
住
落
飯
店
。
自
然
有
人
替
他
發
賣
。
那
黒

臉

子
。
乃
人
肉
行
中
經
紀
。
替
客
媽
来
看
人
。
議
定
財
禮
銀
二
百

四
十
両
。
二
百
到
薄
倖
。
四
十
到
主
人
家
與
中
人
。

　
　

 

通
俗
金
翹
伝

　
　
　

原
コ
ノ
薄
倖
ハ
。
専
人
口
ヲ
販ヒ
サ
キ
ウ
ル賣
ヲ
生ス
ギ
ハ
イ理
ト
ナ
シ
。
常
ニ
客
人
ノ

打
扮
ヲ
ナ
シ
。
四
方
ニ
ユ
キ
テ
人
ノ
女
子
妾
ヲ
討
メ
。
偽
ハ
リ
テ

妻ニ
ヨ
ウ
ボ
ウ子

ト
ナ
シ
。
馬フ

ナ
ツ
キ頭

上
ニ
逗
留
シ
。
ソ
ノ
夥ナ

カ
マ計

ト
商
議
（
サ
ウ
ダ

ン
）
ヲ
ナ
セ
バ
。
自
然
ニ
来
リ
テ
コ
レ
ヲ
買
者
ア
リ
。
コ
ノ
黒
ク
ロ
キ
オ
ト
コ漢

ハ
。
乃
チ
夥ナ
カ
マ計
ノ
人
肉
經
紀
ニ
テ
。
客
媽
ト
云
ヘ
ル
者
ノ
タ
メ
ニ
。

来
リ
テ
翠
翹
ヲ
看
。
薄
倖
ト
商
議
（
サ
ウ
ダ
ン
）
ヲ
ナ
シ
。
財
禮
銀

二
百
四
十
両
ニ
定
メ
二
百
両
ヲ
薄
倖
ニ
逓
シ
。
四
十
両
ヲ
旅
館
ノ
主

人
ト
。
黒
漢
ト
ニ
分
チ
タ
ル
ナ
リ
。

　

①
は
原
文
で
は

計
較

と
な
っ
て
い
る
箇
所
が

通
俗
隋
煬
帝
外
史

で
は

商
議

と
語
が
書
き
替
え
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
②
、
③
は
翻
訳

に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

商
議

と
い
う
語
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

標
致

　

①

売
油
郎
独
占
花
魁

　
　
　

九
阿
姐
家
有
幾
個
粉
頭
、
那
一
個
赶
得
上
你
的
脚
跟
来
、
…

　
　

 

通
俗
赤
縄
奇
縁

　
　
　

今
九
阿
姐
ノ
家
ニ
。
幾
個
ノ
粉
頭
ア
レ
ド
モ
。
那タ

レ個
カ
你
ガ
標
致

（
ヒ
ヤ
ウ
チ　

キ
リ
ヤ
ウ
）
藝
能
ニ
ヲ
ヨ
ブ
者
ア
ラ
ン
。

　

②

金
雲
翹
伝

　
　
　

金
生
神
為
色
奪
。
暗
暗
銷
魂
道
。
這
相
思
索
害
也
。
又
暗
暗
立
誓

道
。
我
不
得
二
女
為
妻
。
終
身
不
娶
。

　
　

 

通
俗
金
翹
伝

　
　
　

金
重
心
ノ
裏
ニ
思
フ
ヤ
ウ
。
姐
ト
云
ヒ
妹
ト
云
ヒ
。
聞
シ
ニ
マ
サ
ル

標
致
（
キ
リ
ヤ
ウ
）
ナ
リ
。
我
モ
シ
コ
モ
二
人
ノ
女
ヲ
妻
ト
ナ
サ
ズ

ン
バ
。
一
生
老ニ
ヨ
ウ
ボ
ウ婆
ハ
モ
ツ
マ
ジ
ト
。
ヒ
ソ
カ
ニ
心
ニ
誓
ヲ
タ
テ
。

…

　

①
、
②
と
も
に
訳
解
文
に

標
致
（
ヒ
ヤ
ウ
チ　

キ
リ
ヤ
ウ
）
と
い
う

語
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

看
顧

　

①

金
雲
翹
伝

第
十
回

　
　
　

你
若
要
跟
我
做
生
意
、
我
另
眼
看
待
你
、
你
若
不
顧
跟
我
。
我
却
一

个
出
得
銭
的
主
児
。

　
　

 

通
俗
金
翹
伝

第
十
回



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

　
　
　

你
モ
シ
我
ニ
跟
ヒ
テ
生ス
ギ
ハ
ヒ意
ヲ
ナ
サ
ン
ト
オ
モ
ハ
ヾ
。
我
意
ヲ
ツ
ケ
テ

看
顧
（
セ
ハ
）
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
。
モ
シ
我
ニ
跟
フ
コ
ト
ヲ
願
ハ
ズ
ン

バ
。
又
別
家
ニ
賣
ア
タ
ユ
ベ
シ
。

　

②

売
油
郎
独
占
花
魁

　
　
　

愛
你
生
得
齊
整
、
把
做
個
親
女
兒
相
待
。
你
長
成
之
時
、
包
你
穿
好

喫
好
、
一
生
受
用
。
瑤
琴
聽
説
、
方
知
被
卜
喬
所
騙
、
放
聲
大
哭
。

　
　

 

通
俗
赤
縄
奇
縁

　
　
　

你
ガ
生ウ

マ
レ
ツ
キ得

標
致
（
ヒ
ヤ
ウ
チ　

キ
リ
ヤ
ウ
）
ナ
レ
バ
。
你
ヲ
親
女

兒
ト
ナ
シ
テ
看
顧
（
カ
ン
コ　

セ
ハ
ニ
ス
ル
）
ス
ベ
シ
。
你
ガ
一
生

ノ
造
化
（
ザ
ウ
ク
ハ　

シ
ア
ハ
セ
）
ヲ
得
サ
セ
ン
ト
云
ヘ
バ
。
瑤
琴

ソ
ノ
時
方ハ
ジ
メ

テ
卜
喬
ニ
瞞
カ
レ
タ
ル
ヲ
知
リ
。
声
ヲ
放
テ
哭
叫
ブ
。

…

　

①
の
訳
解
文
に
見
ら
れ
る

看
顧
（
セ
ハ
）
に
当
た
る
の
は
原
文
で
は

看
待

で
あ
る
。
ま
た
、
②
の
訳
解
文
に
見
ら
れ
る

看
顧
（
カ
ン
コ　

セ
ハ
ニ
ス
ル
）
に
当
た
る
原
文
の
語
は

相
待

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
原
文

と
語
を
替
え
て

看
顧

と
い
う
白
話
語
彙
を
訳
解
文
で
使
用
し
て
い
る
例

で
あ
る
。
ま
た
、
①
の
例
で
は
、
先
に
例
に
挙
げ
た

標
致
（
ヒ
ヤ
ウ
チ　

キ
リ
ヤ
ウ
）
と
い
う
語
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら

通
俗
隋
煬
帝
外
史
、
通
俗
赤
縄
奇
縁
、
通
俗
金

翹
伝

に
は

款
待

造
化

な
ど
の
白
話
語
彙
が
原
文
の
該
当
箇
所
に

は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　

原
文
に
は
な
い
白
話
語
彙
を
挿
入
し
て
使
用
す
る
手
法
は
、
同
時
期
で
あ

る
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に
初
編
が
刊
行
さ
れ
た

通
俗
忠
義
水
滸
伝

に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
通
俗
忠
義
水
滸
伝

の
訳
解
で
は

生
意

（
あ
き
な
ひ
）
、
房
間
（
へ
や
）
な
ど

水
滸
伝

原
文
に
は
使
用
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
新
し
い
時
代
の
白
話
語
彙
を
挿
入
し
て
使
用
し
て
い
る
こ

と
、
商
議
、
歓
待

な
ど
は
原
文
の
語
を
差
し
替
え
た
り
挿
入
し
た
り

し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
か
つ
て
拙
稿
で
指
摘
し（
）た。

ま

た
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
中
国
語
辞
書
で
あ
っ
た
唐
話
辞
書
の
類
に
記
載
が
見

ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら

通
俗
忠
義
水
滸
伝

の
訳
解
に
は
元
唐

通
事
で
あ
っ
た
岡
島
冠
山
の
関
与
が
推
察
さ
れ
る
こ
と
、
こ
こ
に
は
当
時
日

本
で
流
行
し
て
い
た
中
国
語
学
習
（
唐
話
学
習
）
の
気
運
に
衒
学
性
を
示
す

ね
ら
い
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
同
稿
で
言
及
し
た
。
そ
し
て

通
俗

忠
義
水
滸
伝

で
は

造
化
、
標
致

な
ど
の
語
も
原
文
に
は
な
い
箇
所

で
訳
解
文
が
好
ん
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

西
田
維
則
の
手
掛
け
た
訳
解
と
見
な
さ
れ
て
い
る
通
俗
隋
煬
帝
外
史
、

通
俗
赤
縄
奇
縁
、
通
俗
金
翹
伝

は
、
元
と
な
っ
た
中
国
側
の
白
話
小

説
が

水
滸
伝

よ
り
も
新
し
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
原
文

に

生
意
、
房
間

な
ど
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る

が
、
通
俗
忠
義
水
滸
伝

と

通
俗
隋
煬
帝
外
史
、
通
俗
赤
縄
奇
縁
、

通
俗
金
翹
伝

と
の
間
に
多
く
の
共
通
す
る
白
話
語
彙
の
挿
入
と
い
う
技

巧
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。



西
田
維
則
の
訳
解
に
つ
い
て

　

一
方
で

通
俗
西
遊
記

初
編
、
画
本
西
遊
全
伝

初
編
に
は
こ
の
よ

う
な
傾
向
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
次
の
よ
う
に
原
文
に

造
化

の
語
が
使

用
さ
れ
て
い
て
も
通
俗
や
画
本
に
な
る
と
訳
解
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
例
も

見
ら
れ
る
。

 

西
遊
記
（
西
遊
證
道
書
）

　

只
見
正
當
中
有
一
石
碣
、
碣
上
鐫
着
花
果
山
福
地
水
簾
洞
洞
天
。
石
猴
喜

不
自
勝
、
復
瞑
目
蹲
身
、
跳
出
水
外
、
打
了
兩
箇
呵
呵
道
、
大
造
化
、
大

造
化
。
衆
猴
圍
住
問
道
、
裏
而
怎
様
、
水
有
多
深
、
石
猴
道
、
没
水
没

水
、
原
来
是
一
座
鐵
板
橋
、
橋
那
邊
是
一
座
天
造
地
設
的
家
當
。
衆
猴

道
、
怎
見
得
是
個
家
當
。
石
猴
笑
道
、
這
股
水
乃
是
橋
下
冲
貫
石
竅
倒
掛

下
来
、
遮
閉
門
戸
的
。
橋
邊
有
花
有
樹
、
是
一
座
石
房
、
房
内
有
石
鍋
、

石
竃
、
石
碗
、
石
牀

。
中
間
一
塊
石
碣
、
鐫
着
花
果
山
水
簾
洞
、
真
個

是
我
們
安
身
之
處
。
我
們
都
進
去
住
也
。

 

通
俗
西
遊
記

　

正
當
中
ニ
一
ツ
ノ
石
碣
ア
リ
テ
。
花
果
山
福
地
水
簾
洞
洞
天
ト
十
字
ヲ
鐫ヱ

リ

ツ
ケ
タ
リ
。
石
猴
看
オ
ハ
リ
テ
。
又
瀑タ

キ布
ノ
外
ニ
跳
リ
出
。
衆
ノ
猴
ニ
ム

カ
ヒ
テ
。
具
ニ
コ
レ
ヲ
語
リ
。
真
ニ
コ
レ
ハ
我
等
ガ
安
身
ノ
處
ナ
リ
。
彼

コ
ニ
在
テ
住
居
セ
バ
マ
タ
ヨ
カ
ラ
ズ
ヤ
ト
云
ヘ
バ
。
…

 

画
本
西
遊
全
伝

　

其
傍
に
石
碣
あ
り
。
華
果
山
福
地
水
簾
洞
洞
天
と
い
ふ
十
字
を
鐫
つ
け
た

り
。
橋
を
渡
り
て
行
ば
数
歩
朗
ら
か
に
し
て
人
家
の
住
居
に
同
じ
。
石
猴
見

終
り
て
再
び
瀑
布
の
外
に
跳
り
出
。
群
猴
に
む
か
い
し
か
〳
〵
の
さ
ま
を
物

語
り
、
是
の
我わ
が
と
も
が
ら輩
安
居
の
す
べ
き
究
竟
の
處
な
り
。（
我
に
し
た
か
ひ
瀑

布
の
中
へ
来
れ
や
と
て
…
）

　

日
本
の
近
世
期
の
訳
解
文
に
は
、
原
文
に
は
な
い
白
話
語
彙
の
挿
入
を
施

す
技
法
が
一
定
の
通
俗
も
の
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
当
時
の
最

新
の
白
話
の
知
識
で
あ
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
訳

解
者
の
衒
学
性
を
誇
示
す
る
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
宝
暦
期
は
白
話
小
説
の
訳
解
に
当
た
る
こ

と
の
で
き
る
人
物
は
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
中
で
西
田
維
則
が
手

掛
け
た
と
さ
れ
る

通
俗
隋
煬
帝
外
史
、
通
俗
赤
縄
奇
縁
、
通
俗
金
翹

伝

に
は
同
時
期
の
翻
訳
で
あ
る

通
俗
忠
義
水
滸
伝

と
共
通
す
る
白
話

語
彙
の
挿
入
と
い
う
技
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
近
世
期
の
訳
解
の
中
に
は
、
翻
訳
者
に
よ
っ
て
は
原
文
に
は
な
い

白
話
語
彙
を
訳
解
に
挿
入
す
る
技
巧
を
用
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
本
節
で
は

通
俗
西
遊
記

初
編
、
画
本
西
遊
記

初
編
に
は
白
話
語
彙
の
挿
入
と
い

う
技
巧
が
取
り
立
て
て
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と

通
俗
西
遊
記

初
編
、
通
俗
隋
煬

帝
外
史
、
通
俗
赤
縄
奇
縁
、
通
俗
金
翹
伝
、
画
本
西
遊
記

初
編
は

い
ず
れ
も
西
田
維
則
の
手
掛
け
た
訳
解
で
あ
る
と
先
行
研
究
で
は
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
を
整
理
す
る
と

通
俗
隋
煬
帝
外
史
、
通
俗
赤
縄



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

奇
縁
、
通
俗
金
翹
伝

に
は
見
ら
れ
た
白
話
語
彙
の
挿
入
が

通
俗
西
遊

記

初
編
、
画
本
西
遊
記

初
編
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

通
俗
西
遊
記

初
編
、
画
本
西
遊
記

初
編
に
つ
い
て
は
拙
稿
に
考
察

が
あ（
）り、

こ
の
両
書
は
ど
ち
ら
も
西
田
維
則
の
訳
解
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
見
比
べ
る
と
異
な
っ
た
解
釈
や
人
名
の
記
述
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
同
一
人
物
の
施
し
た
訳
解
と
考
え
る
に
は
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
ま
た
、
通
俗
西
遊
記

の
解
題
で
初
編
の
翻
訳
者
を
西
田
維
則

と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
中
村
幸
彦
氏
は

こ
れ
は
今
後
の
精
査
を
待
つ
こ

と
と
す
る

と
述
べ
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
と
本
節
で
指
摘
し
た

通
俗
西
遊
記

初
編
、
通
俗
隋
煬

帝
外
史
、
通
俗
赤
縄
奇
縁
、
通
俗
金
翹
伝
、
画
本
西
遊
全
伝

初
編

に
見
ら
れ
る
特
徴
か
ら
は
、
通
俗
西
遊
記

初
編
と

画
本
西
遊
全
伝

初
編
は
他
の
三
点
の
訳
解
と
同
じ
人
物
が
手
掛
け
た
訳
解
で
あ
る
の
か
を
再

検
討
す
る
余
地
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
中
国
白
話
小
説
の
特
徴
で
あ
る
詩
詞
韻
文
調
に
よ
る
描
写
の
翻

訳
態
度
と
訳
解
文
に
原
文
に
は
な
い
白
話
語
彙
を
挿
入
す
る
と
い
う
訳
解
態

度
の
二
つ
の
側
面
か
ら
、
西
田
維
則
の
翻
訳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
作
品
に
つ

い
て
訳
解
者
を
考
察
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
通
俗
西
遊
記

初
編
と

画
本
西
遊
全
伝

は
他
の
訳
解

作
品
に
見
ら
れ
る
白
話
語
彙
の
挿
入
と
い
う
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

を
指
摘
し
た
。
か
つ
て
拙
稿
で
考
察
し
た
こ
と
と
併
せ
て
考
察
す
る
と
、
近

世
期
の

西
遊
記

の
訳
解
も
の
を
手
掛
け
た
人
物
に
は
不
明
な
点
が
残
さ

れ
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
西
田
維
則
の
訳
解
と
さ
れ
る
作
品
の
中
で

通
俗
隋
煬
帝
外
史
、

通
俗
赤
縄
奇
縁
、
通
俗
金
翹
伝

に
は
共
通
す
る
白
話
語
彙
を
挿
入
す

る
と
い
う
訳
解
態
度
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
岡
島
冠
山
が
大
き
く
関

与
し
た
と
考
え
ら
れ
る

通
俗
忠
義
水
滸
伝

と
共
通
す
る
訳
解
の
手
法
で

あ
る
。

　

宝
暦
期
と
い
う
白
話
小
説
の
訳
解
の
歴
史
の
中
で
は
ま
だ
着
手
さ
れ
た
ば

か
り
の
こ
の
時
期
の
訳
解
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
白
話
語
彙
を
挿
入
し
て
使
用
す

る
態
度
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
白
話
小
説
の
訳
解
に
携

わ
っ
た
人
物
を
考
え
る
上
で
も
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

西
田
維
則
は
和
刻
本

小
説
三
言

に
訓
点
を
施
し
た
岡
白
駒
と
交
流
が

あ
っ
た
人
物
と
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
岡
白
駒
は
岡
島
冠
山
と
関
与
が

あ
っ
た
と
目
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
日
本
で
中
国
白
話
小
説
の
訳
解
が

着
手
さ
れ
始
め
た
こ
の
時
期
に
、
白
話
を
訳
す
る
能
力
の
あ
っ
た
限
ら
れ
た

人
物
た
ち
の
訳
解
の
軌
跡
や
交
流
に
は
不
明
な
点
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

本
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
今
後
も
考
察
を
進
め
て
い
き

た
い
。

（

）  
中
村
幸
彦
氏

近
世
白
話
小
説
翻
訳
集

第
一
巻
解
題
（
通
俗
隋
煬
帝
外

史

の
項
）（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）。



西
田
維
則
の
訳
解
に
つ
い
て

（

）  

磯
部
彰
氏

西
遊
記

受
容
史
の
研
究
（
多
賀
出
版
、
一
九
九
五
年
）、
同

氏

旅
行
く
孫
悟
空　

東
ア
ジ
ア
の
西
遊
記
（
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
）。

（

）  

拙
稿

通
俗
西
遊
記

初
編
と

画
本
西
遊
全
伝

初
編
│
両
書
の
依
拠
テ

キ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
│
（
和
漢
語
文
研
究

第
十
九
号
、
二
〇
二
一
年
十
一

月
）。

（

）  
通
俗
繍
像
新
裁
綺
史
（
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
写
）、
通
俗
古
今
奇

観
（
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
刊
。

（

）  

通
俗
西
遊
記

初
編
、
画
本
西
遊
記

初
編
の
詩
詞
韻
文
も
翻
訳
で
は
省
略

さ
れ
る
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
第
二
節
で
は
こ
の

西
遊
記

の
翻
訳
二
種

は
西
田
維
則
の
翻
訳
と
考
え
る
に
は
疑
問
点
も
生
じ
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
、
こ

こ
で
は
詩
詞
韻
文
の
翻
訳
態
度
を
示
す
こ
と
は
略
す
る
こ
と
と
す
る
。

（

）  

注（

）
に
同
じ
。

（

）  

日
野
龍
夫
氏

近
世
白
話
小
説
翻
訳
集

第
二
巻
解
題
（
通
俗
金
翹
伝

の

項
）（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）。

（

）  

拙
著

日
本
近
世　

白
話
小
説
受
容
の
研
究

第
一
部
第
二
章
（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
一
年
）。

（

）  

注（

）
に
同
じ
。

　
　

本
稿
で
は
引
用
に
際
し
て
は
字
体
は
な
る
べ
く
原
本
に
忠
実
な
字
を
使
用
し
た
。

た
だ
し
、
略
字
は
正
体
字
に
改
め
て
あ
る
。
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